
令和 7年度 「長野ひまわり幼稚園 自己点検評価・関係者評価」 

 

１．令和 7年度の活動目標 

【園の目標】 

・自ら考えて行動し、感性豊かな子どもが育つよう、思いっきり遊びを楽しめる環境づくりをする。 

 ・礼儀正しく、思いやりのある優しい子が育つ園の雰囲気づくりをする。 

２．自己点検 

[評価の基準] 

Ａ ＜十分達成できた＞ 優れた（水準・内容・環境・対応）である。          

Ｂ ＜概ね達成できた＞ 妥当な（水準・内容・環境・対応）である。         

Ｃ ＜あまり達成できなかった＞ やや不十分な（水準・内容・環境・対応）で改善を要す。     

Ｄ ＜ほとんど達成できなかった＞ 不十分な（水準・内容・環境・対応）であり一層の改善を要す。  

                                                         (R08.02.27 ) 

評価項目 自己点検評価の内容 
自 己

評 価 

関係者

評 価 

Ⅰ．保育の計画性  

自己評価 （A） 

関係者評価（A） 

1 園の建学精神、教育理念、教育方針の理解 A 

A 

2 幼稚園教育要領・保育所保育指針・認定こども園教育保育要領の理解 A 

3 教育・保育課程の編成と評価 A 

4 保育計画の作成 A 

5 環境の構成 B 

6 保育と計画の評価・反省 B 

Ⅱ．保育の在り方、幼児

への対応 

自己評価 （A） 

関係者評価（A） 

1 健康と安全への配慮 A 

A 
2 幼児のみとりと理解 A 

3 指導と関わり A 

4 保育者同士の協力連携 A 

Ⅲ．保育者としての資質

や能力・良識・適正 

自己評価 （A） 

関係者評価（A） 

1 専門家としての能力・良識・義務 A 

A 
2 組織の一員としての在り方 A 

3 まわりを感じ取れる感性・アンテナ A 

Ⅳ．保護者への対応・守

秘義務 

自己評価 （A） 

関係者評価（A） 

1 情報の発信と受信 A 

A 

2 協力と支援 A 

3 守秘義務の遵守 A 

4 対応上のマナー、良識 A 

5 クレームへの対処の仕方 A 

Ⅴ．地域の自然や社会と

のかかわり 

自己評価 （A） 

関係者評価（A） 

1 地域の自然、人々とのかかわり A 

B 
2 小学校との連携 B 

3 地域の特性を生かした保育の展開 C 



Ⅵ．保育者の専門性に

関する研修と研究への

意欲・態度 

自己評価 （A） 

関係者評価（A） 

1 研修・研究への意欲・態度 B 

B 

2 保育者としての専門性に関する研修・研究 B 

3 遊具、教材に関する専門性の向上 A 

4 園内の環境に関する専門性の向上 B 

5 今日的課題（障害ｱﾚﾙｷﾞｰ危機管理他）に関する専門性の向上 A 

6 自らを高めるための学習 B 

Ⅶ．保育の在り方、３歳

未満児への対応 

自己評価 （A） 

関係者評価（A） 

1 健康と安全への配慮 A 

A 
2 乳幼児のみとりと理解 A 

3 指導と援助 A 

4保育者同士の協力・連携 A 

Ⅷ．地域における子育て

支援 

自己評価 （A） 

関係者評価（A） 

1自園の子育て支援事業の理解 C 

B 

2 環境設定 B 

3 支援の姿勢 A 

4 育児相談 B 

5 支援の評価・反省 C 

Ⅸ．年間目標 

自己評価 （A） 

関係者評価（A） 

1目標の設定と実行 B B 

総 合 

自己評価 （A） 

関係者評価（A） 

今年度の自己評価を実施した結果、職員一人ひとりが「園理念の理解」をは

じめ、「子どもたちへの丁寧な関わり」「基本的な保育姿勢」「守秘義務の遵

守」を意識して実践できており、全体として概ね良好な状態にあると評価いた

しました。一方で、日々の保育や運営の過程を振り返る中で、「異年齢交流の

体系化」「計画と評価の共有」「職員間の連携強化」「研修成果の実践化」、

ならびに「地域・小学校との連携推進」の 5 点が今後の重点課題であると確

認いたしました。今後はこれらの課題を真摯に受け止め、園全体で改善を図

っていくことで、さらなる保育の質の向上が必要であると捉えております。 

※134項目の評価割合 A評価 45.5%  B評価 46.0%   C評価 10.9%   D評価 6.7% 

 

３．保護者評価 

[評価の基準] 

Ａ ＜よくできている、よかった、賛成＞                  

Ｂ ＜どちらかというと出来ている、賛成＞                

Ｃ ＜どちらかというと出来ていない、よくなかった＞           

Ｄ ＜できていない、反対＞                       

 

Q1認定区分(回答者) 

1号 2号標準 2号短時間 3号標準 3号短時間 

48人

(59.3％) 
23人(28.4％) 10人(12.3％) 0人(0.0％) 0人(0.0％) 

(％) 



Q2園の教育方針 A  B  C  D  

Q3今年の目標の設定内容・取組・成果について A  B  C  D  

Q4園の「教育」の内容について A  B  C  D  

Q5教職員のお子さまへの対応について A  B  C  D  

Q6教職員の保護者さまへの対応について A  B  C  D  

Q7 園の施設・設備について A  B  C  D  

Q8「お便り」「メール」など情報発信について A  B  C  D  

Q9感染症への対応について A  B  C  D  

Q10給食について A  B  C  D  

Q11課外教室について A  B  C  D  

Q12写真のネット販売ついて A  B  C  D  

Q16本園を選んで良かったと思いますか A  B  C  D  

※Q13, Q14,Q15について複数の選択肢のため省略してあります。 

 

４．令和 7年度 学校評価（自己点検評価・関係者評価）報告書 

（１）評価の目的 

本評価は、学校教育法および認定こども園制度の趣旨に基づき、本学園における教育・保育活動の現状を

点検・分析し、その改善を図るとともに、説明責任を果たすことを目的として実施したものである。 

（２）評価の実施方法 

①職員による自己点検評価（令和 7年 12月実施） 

②保護者アンケートの実施（令和 7年 12月実施） 

③外部有識者・地域代表等による関係者評価委員会の開催（令和 8年 2月 27日開催） 

関係者評価委員会においては、事前に配付した両園の保護者アンケート結果および職員自己評価結果を基

礎資料とし、当日の説明を踏まえて審議を行った。 

（３）園の概要 

幼児教育を中心とした教育課程を編成し、2歳児から5歳児までを対象に教育活動を実施している。ICTを

活用した保護者連絡体制の整備、行事運営の見直し等、社会状況に応じた運営改善を進めている。 

〔令和 7年度園目標〕 

   ・自ら考えて行動し、感性豊かな子どもが育つよう、思いっきり遊びを楽しめる環境づくりをする。 

   ・礼儀正しく、思いやりのある優しい子が育つ園の雰囲気づくりをする。 

（４）評価結果 

①保護者アンケートの概要 

両園ともに、教育方針、日常の保育、教職員の対応、給食、安全対策等について概ね良好な評価を得た。 

一方で、以下の改善要望が確認された。 

・教育方針・年度目標の周知方法の工夫 

・情報発信の整理および重要事項の明確化 

・職員間対応の均質化 

・施設設備面の改善 

・安全対策、感染症対策の可視化 



これらについては、次年度の改善課題として整理する。 

②職員自己点検評価の総括 

【成果】 

・理念・教育方針の理解と保育計画への反映 

・子ども一人ひとりを尊重する姿勢の定着 

・基本的服務規律の安定した実施 

・個人情報保護および守秘義務の徹底 

【課題】 

・異年齢交流の計画的推進 

・教育課程および年間計画の評価結果の組織的共有 

・集団保育における言語環境の質の向上 

・研修成果の実践還元体制の整備 

・保護者対応における説明責任の強化 

・地域連携の計画的推進 

【園種別の特性として】 

・長野ひまわり幼稚園は幼稚園型認定こども園として幼児教育の計画性の一層の充実を重点課題とす

る。 

（５）関係者評価委員会の意見 

関係者評価委員会は、外部有識者、保護者代表、地域代表、苦情解決委員等により構成されており、事前配

付資料を基に審議を行い、以下の評価および助言が示された。 

①理念・組織運営に関する評価 

・創立以来の理念（「幼児時代は黄金時代」「ひまわりのように明るく元気 に」）が継承され、日常の教育・

保育実践に反映されている点が評価された。 

・全職員が園児名を把握し、保護者との信頼関係構築に努めている姿勢が学園の 強みであるとの意見が

あった。 

・PTA 廃止、自由参観導入、運動会会場変更等の運営改善について、伝統を尊重しながら社会状況や保護

者ニーズに対応している点が評価された。 

・職員を大切にする組織姿勢が、結果として子どもへの丁寧な関わりにつながっているとの指摘があった。 

②職員体制・人材育成に関する意見 

・若手・ベテラン・育児復帰職員が協働する体制は、安定した保育運営につながっているとの評価があった。 

・子育て経験を有する職員の知見を園内研修等に活用することにより、職員育 成のさらなる充実が期待さ

れるとの提案があった。 

・看護師配置および看護師間の情報共有体制について確認があり、月 1 回の看 護師会による連携体制が

説明された。今後の配置拡充の可能性についても言及があった。 

③安全管理・給食・健康対応 

・自園調理による給食やアレルギー対応について高い評価が示された。 

・アレルギー対応における配慮方法について、子どもの心理面にも配慮する重 要性が共有され、迅速な改善

対応が評価された。 

・感染症対策については、実施体制は整備されているが、保護者への周知方法 の工夫（「見える化」）が有

効との助言があった。 



④地域連携に関する意見 

・隣接施設や地域団体（老人クラブ等）との交流は、世代間交流や社会性育成 の機会となる可能性があり、

今後の検討課題として共有された。 

・地域資源の積極的活用について、段階的に推進していくことが望ましいとの 助言があった。 

（６）今後の改善方針（次年度重点項目） 

①教育課程・年間計画の評価体制の組織的確立 

②)保育の質向上を目的とした園内研修の体系化 

③異年齢交流の計画的実施 

④情報発信の整理と説明責任の強化 

⑤地域との連携体制の段階的構築 

以上の事項を法人全体で共有し、継続的改善に取り組む。 

※本報告書は、各園の自己評価および保護者アンケート結果を基に、法人として総括した内容を掲載している。 

 

 

  


